
 
 
 
 

 
 

テーマ：「傾きへの挑戦」 
～Pusher 現象と Lateropulsion について～ 

今回の研修会では、臨床で難渋する垂直性の障害によって引き起こされる代

表的な二つの症状(Pusher 現象とワレンベルグ症候群に伴う Lateropulsion)に
ついて、自験例や過去の報告から現在わかっていることや対処方法などを中心

に講義を行います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主催：一般社団法人吹田市理学療法士会 

一般社団法人吹田市理学療法士会 

 生涯学習推進部 2017 年度第 2 回研修会 

日時：平成 29 年 11 月 17 日（金）19:00〜20:30（受付 18：40 から） 
場所：国立循環器病研究センター リハビリ棟 2 階 機能訓練室 

吹田市藤白台 5-7-1 06-6833-5012 
講 師：山本 幸夫（国立循環器病研究センター 専門理学療法士[神経]） 

島田 幸洋（国立循環器病研究センター 理学療法士） 
竹中 悠司（国立循環器病研究センター 理学療法士） 

定 員：制限なし 
参加費：会員無料、非会員 1,000 円 
申し込み方法：メールにて受付 

件名：「SPTA 脳卒中研修会申し込み」 
       本文：①氏名、②所属施設、③経験年数、④連絡先（ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ） 

   ⑤非会員の方は「非会員」と記載 
       申し込みアドレス：spta_application@yahoo.co.jp 
締め切り 11 月 12 日（日） 
会場アクセス：阪急北千里線 北千里駅から徒歩約 20 分、または阪急バスで 5 分 
       病院駐車場の利用は可能ですが有料になります。 
問い合わせ：国立循環器病研究センター リハビリテーション科  

島田幸洋：shimada.yukihiro.hp@ncvc.go.jp 


